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略歴
昭和31年3月
4月
36年
48年
51年
57年
58年10月
59年
岡山大学法文学部法学科卒業
日本火災海上保険株式会社入社（企画部副部長・能力開
発部付部長を経て、平成元年3月定年退職）
日本保険学会会員（昭和55年～平成12年：評議員）（現
在に至る）
日本私法学会会員（現在に至る）
財団法人損害保険事業総合研究所本科通信講座の講師
（火災保険法論担当）（平成10年まで）
日本信託法学会会員（現在に至る）
民法研究会会員（平成12年12月より研究会は休会）
日本リスクマネジメント学会会員（平成6年より平成
16年8月まで常務理事、平成16年10月より現在まで理
事長）（現在に至る）
財団法人損害保険事業総合研究所夏期特別講座の講師
（失火責任法担当）（昭和63年まで）
東海大学短期大学部商経科兼任講師（保険論・演習「保
険」担当）（平成元年3月まで）
東海大学短期大学部商経科兼任講師（保険論・演習「保
険」担当）（6年間）
日本金融法学会会員（現在に至る）
財団法人損害保険事業総合研究所研究科通信講座の講師
（火災保険に関する法律上の諸問題及び失火責任法担
当）（昭和63年まで）
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60年4月
62年4月
平成元年
4月
2年4月
???
6
7年
4月
関東学院大学経済学部経営学科兼任講師（保険論・海上
保険論・演習「海上保険」担当）（平成元年3月まで）
関東学院大学経済学部経営学科兼任講師（保険論・海上
保険論・演習「海上保険」担当）
國學院大学法学部兼任講師（商法IV「保険法」担当）
（平成元年3月まで）
北海道北見市国民健康保険運営協議会副会長（平成6年
まで）
北海学園北見大学商学部教授（保険論・損害保険論・演
習「保険」担当）（平成6年3月まで）
北海学園北見女子短期大学経営学科兼任講師（保険論・
演習「保険」担当）（平成6年3月まで）
北海学園北見大学及・北海学園北見女子短期大学附属図
書館長（平成3年8月まで）
北海道北見市個人情報保護審議会会長（平成6年まで）
損害保険事業総合研究所研究科講座の講師（失火責任法
担当）（平成6年まで）
特許庁工業所有権研修所の講師（民法及び民法の概要担
当）
白鴎大学法学部教授（民法V・専門ゼミナール担当、兼
担、保険論1．II・ゼミナール担当）（平成16年3月ま
で）
北海学園北見大学商学部商学科兼任講師（保険論担当）
（平成16年3月まで）
中央学院大学法学部兼任講師（商法IV部担当）（平成8
年3月まで）
保険判例研究会会員（現在に至る）
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11年4月
13年4月
14年4月
16年4月
白鴎大学大学院法学研究科教授（民法研究II・論文指導
担当）（平成16年3月まで）
白鴎大学大学院法学研究科主任（平成13年3月まで）
白鴎大学総合図書館長（平成14年3月まで）
白鴎大学法学部長（平成16年3月まで）
白鴎大学法科大学院法務研究科教授（民法の基礎2等担
当）
白鴎大学法科大学院法務研究科主任
著書
昭和51年3月
58年9月
61年3月
平成7年3月
『注釈火災保険普通保険約款』日本評論社共著
『失火責任法講義』損害保険事業研究所
『分りやすい失火責任法の理論と実務』保険研究所
『注釈住宅火災保険普通保険約款』㈱中央経済社共著
論文等
昭和35年11月
37年3月
42年10月
44年2月
46年9月
48年8月
49年3月
「火災保険普通保険約款第二条第二項を論ず」『損害保険
研究』22巻4号
「火災保険に於ける超過保険の問題」『保険学雑誌』416
号
「コンテナ国際間輸送と海上保険」『保険学雑誌』439号
「長期総合保険の法的性質」『損害保険研究』31巻1号
「損害防止義務について」『保険学雑誌』454号
「保険の目的」『損害保険研究』35巻3号
「失火責任法について一その法史と立法理由一」損害保
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5月
12月
50年7月
10月
51年11月
52年10月
55年5月
7月
57年9月
58年1月
3月
11月
59年1月
険事業研究所『創立四十周年記念損害保険論集』
「失火責任と保険」文眞堂「損害保険双書第一一巻火
災保険』
「自動車保険の構造」文眞堂『損害保険双書第二巻
自動車保険』
「地震保険の歴史と問題点」『エコノミスト』臨時増刊号
「DevelopmentofPersonalInsuranceinJapan」
『lntemationalInsuranceMonitor』Vb1．XXD（Nα10
「失火責任と被保険利益」『損害保険研究』38巻3号
「保険の目的」文眞堂『保険法演習』第一巻
「失火による債務不履行責任の研究」損害保険企画『損
保企画』100号
「失火責任法における重過失の意義」文眞堂『保険法学
の諸問題田辺康平先生還暦記念』
「火災保険における保険者の代位」『別冊ジュリストNα
70損害保険判例百選』
「失火責任と保険」文眞堂『新損害保険双書第一巻
火災保険』
「消防署職員の消火活動と失火責任法」保険研究所『イ
ンシュアランス』新年特集号’83
「非常勤消防団員のしばやきによる損害と国家賠償法1
条の適用及び失火責任法の適用の可否」『ジュリスト』
Nα785
「明治初期及び明治後期並びに現代の火災実態とその比
較」損害保険事業研究所『創立五十周年記念損害保険論
集』
「民法717条と失火責任法の交錯」保険研究所『インシュ
2月
60年5月
61年1月
6月
7月
62年9月
63年2月
平成2年3月
3年3月
6月
8月
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アランス』新年特集号’84
「失火による賠償責任の発生」日本リスクマネジメント
学会『危険と管理』11号
「失火責任法の理論と実務⊥保険研究所『インシュアラ
ンス』損保版3116～3143号、28回連載（昭和59年9
月まで）
「工作物の澱疵による火災と失火責任法の適用」『ジュリ
スト』Nα865
「失火による雑居ビルの貸借人の責任の範囲」保険研究
所『インシュアランス』新年特集号’86
「工作物からの出火と失火責任法適用の可否序説」『保険
学雑誌』513号
「損保法務の意義と問題点」『ジュリスト』Nα865
「従業員が社用社を殺人の凶器に用い、かつ、事故通報
が60日を越えて行われた場合の保険金支払義務」『ジュ
リスト』Nα892
「保険事故招致免責の一考察一自動車殺人保険金代位請
求事件を契約として一」日本火災海上保険『日火紀要』
Vb1．4Nα3
「保険契約における事故招致免責について」『北見大学論
集』23巻
「失火による貸借人の責任の範囲一複数貸借人の使用す
る雑居ビル・共同住宅等の場合一」日本リスクマネジメ
ント学会『危険と管理』19号
「失火による貸借人又は借主の責任と火災保険」『保険学
雑誌』533号
「保険者の免責事由」成文堂『商法の課題とその展開
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11月
4年9月
11月
6年2月
8月
8年5月
9年3月
10月
10年3月
11月
11年12月
野津務先生追悼論文集』
「自賠責保険と自動車保険の関係・異同」経済法令研究
会『金融・商事判例別冊Nα3自動車保険の法律問
題』
「民法422条と商法662条の交錯」成文堂『保険の現代的
課題鈴木辰紀教授還暦記念』
「商法第641条所定の重過失の意義」文眞堂『商法・保
険法の現代的課題石田満先生還暦記念論文集』
「営業倉庫寄託貨物に係る火災保険契約の問題点」『損害
保険研究』54巻3号
「民法第714条と失火責任法との交錯」損害保険事業総
合研究所『創立六十周年記念損害保険論集』
「司法書士賠償責任保険」新日本法規出版『職業人と賠
償責任』
「火災保険における保険契約者の放火の推認」『損害保険
研究』58巻1号
「保険業法の改正とリスクマネジメントのあり方一クー
リング・オフについて一」日本リスクマネジメント学会
『危険と管理』26号
「責任を弁識する能力のない未成年者の行為により火災
が発生した場合における監督義務者の責任」『白鴎法
学』第9号
「新保険業法による保険募集規制」白鴎大学ビジネス開
発研究所『白鴎ビジネスレビュー』7巻1号
「火災保険金の支払いにつき保険会社が遅滞の責めを負
うべき時期」『損害保険研究』第60巻3号
「製造物より出火したか否かが争われた事例」『白鴎法
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12年3月
9月
10月
13年11月
14年5月
15年8月
16年1月
17年5月
20年2月
学』第14号
「阪神淡路大震災による海上保険金の支払と請求権代位
による保険者の求償」『白鴎法学』第15号
「保証証券を発行した複数保険会社の内部負担割合」『白
鴎法学』第16号
「心神喪失者の加害と賠償責任リスクー精神障害者の放
火事件を中心として一」『関西大学商学論集第45巻第
4号亀井利明教授古希記念論集』
「被害者が後発事由により死亡した場合の加害者の責任
の範囲」『白鴎法学』第18号
「代価を偽った不動産売買当事者の住宅ローン保証保険
保険者に対する不法行為責任の成否」「損害保険研究』
第64巻1号
「火災保険における火災事故招致の推認」「損害保険研究
第65巻1・2号合併号創立70周年記念号（1）』
「司法書士賠償責任保険」青林書院『新・裁判実務大系
8専門家責任訴訟法』
「無権代理人の事故招致」「損害保険研究』第67巻1号
「傷害が疾病を原因として生じたものでないことの立証
責任（平成19．7．6最高二小判）＜保険判例研究＞」
損害保険研究69巻1号159～169頁
その他
昭和37年9月
38年10月
保険学会関東部会において研究報告、報告論題は「火災
保険における超過保険」
財団法人損害保険事業研究所の第1回「各務奨励賞」受
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42年10月
52年10月
賞、受賞業績は論文「火災保険普通保険約款第2条第2
項を論ず」
保険学会全国大会において報告、報告論題は「コンテ
ナー輸送と海上保険」
財団法人損害保険事業総合研究所の第15回「各務記念
賞」受賞、受賞業績は失火責任法に関する一連の論文
